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〔論文審査の要旨〕 
 

ソフトロボティクスにおいて流体圧駆動型ソフトアクチュエータは盛んに研究されている．

一般に流体圧駆動ソフトアクチュエータの駆動源としてポンプやコンプレッサーが使用され

る．ポンプやコンプレッサーが大きな振動や騒音を出すこと，かさばること，重いといった特

徴があるため，人間が生活する空間にはあまり適さない．そこで，本研究では静かに駆動し，

ウ ェ ア ラ ブ ル デ バ イ ス へ 展 開 可 能 な 新 し い ソ フ ト ポ ン プ を 開 発 し た ．

ElectroHydroDynamics(EHD)と呼ばれる現象に着目し，ポンプの電極構造の最適化，セン

サ，アクチュエータとして機能するための理論とシミュレーション，実験を行った．最終的に

は温冷制御可能なウェアラブルデバイスを実装し，その有効性を示した． 
審査委員 6 名によって予備審査会と最終審査会を合計 2 回開催し，博士論文の内容について

議論し，慎重に審査した． 
本論文は EHD を活用した新しい EHD ポンプを提案し，EHD センサとアクチュエータを開

発した．理論，シミュレーション，実験をバランス良く構成されている．スマートフォンを用

いて流量を検知するシステムも実装されており，基礎的な議論だけでなく実用性が高いデバイ

スになり得ることも示している．これらの成果は筆頭論文として査読付き学術論文が 2 本あ

り，学位の取得基準を満たしている．予備審査における指摘事項が十分に改善された． 
本研究は，博士の学位論文として相応しいことを審査委員会において確認し，審査員全員一致

で合格とした． 

 


